
記録写真 セッション2サテライト
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記録写真 セッション3サテライト
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記録写真 セッション4サテライト
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記録写真 セッション5サテライト
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記録写真 セッション6サテライト
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記録写真 セッション7サテライト
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東京栄養サミット2021 アクションプラン



東京栄養サミット2021 アクションプラン 【概要】
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東京栄養サミット2021 アクションプラン 【概要】
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東京栄養サミット2021 アクションプラン【英文】
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東京栄養サミット2021 アクションプラン【英文】
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アクションプランに賛同した日本の食関係者の紹介ページ
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アクションプランと、日本の食関係者の取組について
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/seisaku/n4g2021/action_plan.html
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会場C
3×3Lab Future サロン

官民連携栄養改善事業推進プラットフォーム（NJPPP）
分科会活動報告・団体・企業プレゼンテーション



会場Cプログラム 12/7

12月7日（火） 13:40-17:50
農林水産省サイドイベント参加団体・企業プレゼンテーション

134

備考
1 13:40 慶應義塾大学SFC研究所

2 13:50 産科婦人科舘出張佐藤病院

3 14:00 国際生命科学研究機構

4 14:10 国際農林水産業研究センター

5 14:20 ジャパンハート 動画

6 14:30 東京農業大学

7 14:40 日本規格協会

8 14:50 農業・食品産業技術総合研究機構

9 15:00 伊賀ベジタブルファーム

10 15:10 エコロギー

11 15:20 クックパッド

12 15:30 国際連合食糧農業機関 駐日連絡事務所

13 15:40 クラダシ

14 15:50 国土防災技術

15 16:00 千房

16 16:10 ニップン

17 16:20 Happy＆Life88

18 16:30 みらい蔵

19 16:40 ユカシカド

20 16:50 BOSAI SPACE FULFILLMENT PROJECT (BSFP)

21 17:00 マルハニチロ

22 17:10 豊島区学校保健会 動画

12月7日　13:40-17:50
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慶應義塾大学SFC研究所 健康情報コンソーシアムは、2030年までに、産学官民連携によるICTを活用した
ESD(Education for Sustainable Development)食育啓発活動を通じて栄養状態の可視化と教育啓発プロ
グラムを開発し、若年女性と子どもの栄養改善に取り組みます。

1. 慶應義塾大学SFC研究所 健康情報コンソーシアム
上席所員 本田由佳氏

2．産科婦人科舘出張 佐藤病院
統括マネージャー 福田小百合氏

産科婦人科舘出張 佐藤病院は、妊婦や若年女性のやせ・低栄養予防のために、2030年までに、産婦人科を
中心とした行政・地域連携型栄養教育啓発モデルを検討し、妊婦・若年女性の栄養改善と健康な次世代の創出
に貢献します。

3．特定非営利活動法人 国際生命科学研究機構
事務局長 辻本信晴氏

ILSI Japanは、健康、栄養、食品安全、環境にかかわる科学的課題について、国際的な調和を図りつつ、
最新の信頼ある科学に基づいて、それらの解明と普及啓発をはかるための事業を行っています。その事業は、日本人
並びに世界の人々の栄養と健康の増進、食の安全の確保、環境の改善に寄与することを目的としています。
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5．特定非営利活動法人ジャパンハート
栄養管理部 マネージャー 上田彩菜氏（動画出演）

4. 国立研究開発法人 国際農林水産業研究センター（国際農研）
情報広報室 主任研究員 白鳥佐紀子氏

6．東京農業大学
国際食料情報学部・教授 入江憲治氏

国際農研は、育種や栽培技術など、栄養改善に資する研究・技術開発を行うとともに、情報センターとして、
フードシステムに関する国際的な情報を多角的に収集・分析し、科学的知見に基づいて情報を発信していきます。

1．小児がん患者をはじめ、患者一人一人の病態に合わせた栄養バランスの良い食事を衛生的な環境下で提供し、
栄養面での治療のサポートに取り組みます。
2．栄養観念の低い地域において、栄養バランスの良い食事を継続して取れるように、栄養講習・指導を定期的に
実施し、地域住民の栄養状態向上に貢献します。

１．栄養改善指導を可能にする栄養評価ツールの開発する。
２．国内外機関と連携したアフリカ地域の栄養改善を推進する。
３．JKUAT、Sokoine University of Agricultureと連携した食と栄養改善に貢献する次世代リーダーを

育成する。
４．農業多様性による食料安全保障を確立する。
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7．一般財団法人日本規格協会
災害食ISO委員会委員長、国際災害栄養研究室長 笠岡（坪山）宜代氏

8．国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構
NARO開発戦略センター 主席研究員 鶴崎一郎氏

9．伊賀ベジタブルファーム株式会社
代表取締役 村山邦彦氏

災害食ISO委員会にてISO規格を開発し、災害時に食事に困る方々を減らす活動に取り組みます。

１．みどりの食料システム戦略の実現と技術の国際展開。
２．機能性食品の開発とオーダーメードヘルスケア食の創出。

１．有機農業に関わる科学的な技術情報のデータベース化。
２．地域の農産物流通を支える情報連携インフラの整備。
３．開発途上国における地域の持続可能な食農バリューチェーン構築支援。




